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計
画
の
目
標
を
「
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
、
安
心
し

て
健
や
か
に
生
活
で
き
る
健
康
都
市

杉
並
を
め
ざ
す
」
と
し
、
次
の
五
つ

の
基
本
政
策
の
も
と
に
、五
二
施
策
、

三
五
一
事
業
を
体
系
化
し
ま
し
た
。

� 
未
来
を 
拓 
く
子
ど
も
た
ち

ひ
ら

が
育
つ
ま
ち
を
つ
く
る

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
環
境
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
ゆ
と

り
あ
る
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

� 
だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
康

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

　

だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
心
と
身
体

の
健
康
を
保
つ
た
め
の
施
策
、
食
や

暮
ら
し
の
安
全
確
保
・
区
民
の
生
命

と
健
康
を
脅
か
す
健
康
危
機
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

� 
高
齢
者
が
誇
り
を
も
っ
て

活
動
し
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る

　

高
齢
者
が
地
域
で
い
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
、

場
と
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
適
切
な
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

� 
障
害
の
あ
る
人
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
地
域
の
中
で

力
を
発
揮
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
、

地
域
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
日
常
生

活
の
支
援
や
障
害
に
応
じ
た
就
労
支

援
な
ど
、
多
様
な
支
援
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

� 
支
え
あ
い　

共
に
生
き
る

ま
ち
を
つ
く
る

　

地
域
福
祉
活
動
を
応
援
す
る
と
と

も
に
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
、

権
利
擁
護
な
ど
の
利
用
者
保
護
施
策

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
福

祉
交
通
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
生
活
困

窮
者
の
自
立
支
援
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

特
に
優
先
性
・
緊
急
性
の
高
い
課

題
に
つ
い
て
は
、「
重
点
推
進
プ
ラ

ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
（
２
面
参
照
）。

◇
区
民
意
見
の
提
出
手
続
き
の
実
施

　

状
況

　

計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、「
広
報
す

ぎ
な
み
」　

年　

月
１
日
号
で
改
定

１７

１０

の
素
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
区
民
意

見
の
提
出
手
続
き
に
基
づ
き
、
五
三

件
（
の
べ
二
三
四
項
目
）
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
計

画
を
修
正
し
、
改
定
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
の
概
要

と
区
の
考
え
方
は
、
２
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

改
定
後
の
計
画
の
全
文
と
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
、
そ
れ
に
対

す
る
区
の
考
え
方
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ほ
か
、
次
の
場
所
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　

保
健
福
祉
部
管
理
課
（
区
役
所
東

棟
三
階
）、
高
齢
者
施
策
課
（
東
棟
一

階
）、
区
政
資
料
室
（
西
棟
二
階
）、

区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、

図
書
館

区
で
は
、　

年
３
月
に
「
杉
並
区
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

１５

そ
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
保
健
福
祉
を
取
り
巻
く
制
度
や
社
会
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
へ
の
区
民
の
願
い
は

一
層
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に 
応 
え
、区
民
と
の
協
働
を
積
極
的
に
推
進
し
な
が
ら
、

こ
た

よ
り
効
率
的
で
質
の
良
い
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、「
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
改
定
し
ま
し
た
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、「
保
健
福
祉
計
画
」（
１
・
２
面
）
は
保
健
福
祉
部
管
理
課
、「
介

護
保
険
事
業
計
画
」（
３
・
４
面
）
は
高
齢
者
施
策
課
へ
。

（

年
度
〜

年
度
）

（　

年
度
〜　

年
度
）

１８１８

２２２２

杉
並
区
保
健
福
祉
計
画

杉
並
区
保
健
福
祉
計
画 

―杉並区保健福祉計画・介護保険事業計画を改定しました―

安心して健やかに生活できる安安心心ししてて健健ややかかにに生生活活ででききるる
「健康都市杉並」をめざして「「健健康康都都市市杉杉並並」」ををめめざざししてて

赤ちゃんとのふれあい授業（松ノ木小学校）
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計　画　内　容（１８年度～２２年度）主　要　事　業テ　ー　マ計　画　内　容（１８年度～２２年度）主　要　事　業テ　ー　マ

早期の対応指導や医療機関案内を充実ものわすれ相談

６．認知症高齢
者が安心して
暮らせる地域
づくりを進め
ます

１８年度　制度創設
１９年度　実施

（仮称）子育て応援
券の導入

１．地域で安心
して子育てが
できる環境づ
くりを進めま
す

介護保険事業所に委託して設置（１８年度）
徘徊（はいかい）高
齢者情報センター
の設置

１８年度　４所開設
１９～２１年度　５所開設

ひととき保育の拡
充

高齢者虐待の対応支援体制を充実（１８年
度）高齢者虐待１１０番

１８年４月移転、サービス調整機能の強化
と、子育て相談サロンの開設などによる相
談機能の強化

子ども家庭支援セ
ンターの機能強化

自立支援センターを１所整備（１８年度）。地
域相談支援事業者の参入を促し、順次充実
を図る

相談援助体制の充
実

７．障害者の自
立生活支援を
推進します

区立保育園１９年度以降改築４園
私立保育園１８年度以降改築３園

保育園の整備と定
員の拡大２．待機児を解

消し、保育ニ
ーズの多様化
に向けたサー
ビスを拡大し
ます

送迎も含めた緊急ショートステイ、ヘルパ
ーの緊急派遣を開始（１８年度から）

２４時間安心サポー
ト事業の実施

区立保育園１８年度１園
　　　　　２０年度以降２園乳児保育の充実

ガイドヘルパーの派遣、旅行会社・レンタ
カー情報の提供、移送のサービス外出支援の拡充認証保育所・グループ保育室の利用者に対

する負担軽減制度を導入（１８年度から）
利用者負担の軽減
等

障害者雇用開拓専門員を１名新設
（１８年度から）企業開拓の充実

８．障害者の就
労支援の充実
に取り組みま
す

ＩＴなどを活用し、生活習慣改善情報を発
信

生活習慣病予防の
普及・啓発の充実

３．総合的な生
活習慣病の予
防対策を推進
します

ジョブコーチを１名増員する（１８年度）と
ともに、定着支援アドバイザーを充実

就労定着支援の強
化

外食に頼る区民の食生活改善に向けた環
境整備を充実。健康情報発信機能の強化

ヘルシーメニュー
推奨店の推進

１社を誘致し（１８年度）、障害者３０名（うち
重度１０名）程度の雇用を図る特例子会社の誘致分煙プレートを掲示するたばこ対策実施

施設・店を拡充分煙化の推進

開設（１８年度）、相談業務・利用支援・法人後
見等の受任などを行う

成年後見センター
の設立

９．権利擁護の
仕組みを整備
し、推進しま
す

「ふれあい交流」・「健康づくり」・「いきがい
学び」の事業を、NPO等との協働で実施

ゆうゆう館での協
働事業の推進４．高齢になっ

ても「生涯現
役」で活躍す
る地域社会を
目指し、応援
します

成年後見センター・地域包括支援センター
と連携し、利用者の拡大、成年後見制度へ
の円滑な移行を図る

地域福祉権利擁護
事業の支援・活用

就業に関して専門知識を有するNPO等と
の協働により、労働意欲の高い区民の就業
や起業を支援

高齢者就業機会創
出支援事業

地域包括支援センターで、権利擁護相談を
実施（１８年度から）。障害者についても検討
会を設置

地域における権利
擁護相談体制の充
実

「すぎなみ地域大学」の活用などにより、子
ども・子育てや救命救急など、多様な分野
での活動のきっかけ作りを行う

地域で活動する人
材の育成

新規２０所都市型多機能拠点
の整備

５．地域に密着
した介護保険
サービスを展
開します

２０所地域包括支援セン
ターの整備

高齢者向けの機器を用いた運動プログラ
ムを実施

若返るぞ！筋力ア
ップ応援教室

１面に記載した基本政策のもと
に保健福祉事業を推進していき
ますが、特に優先性・緊急性の
高い課題については９項目の
「重点推進プラン」として、重
点的・戦略的に取り組みます。
主な事業と計画内容を、下表に
示しました。

� ������������������������������������������������

「重点推進プラン「重点推進プラン」」の主な事業の主な事業

保健福祉計画

〈いただいた主なご意見とそれに対する区の考え方（一部のみ掲載）〉
区　の　考　え　方意　見　の　概　要項　目

病後児保育の拡充に合わせて課題を整理し、実施に向けて検
討していきます。

現在、病後児保育は実施されていて拡充の計画があるよ
うだが、病児でも仕事が休めない場合に預かる病児保育
機関を作ってほしい。

病児保育

うつ病の具体的対策への教室や広報などの啓発、早期発見の
方策の検討・実施、相談体制の強化、また自殺予防について
は、教育や労働分野とも連携を図るなど検討していきます。
また、家族を対象とした講座や語らいの場を設けるなど支援
を充実します。

うつ病対策が具体的でない。みんなが正しい知識を持つ
必要がある。そううつ病も、その対応について知らないと
周囲は大変である。

うつ病対策

１８年度から実施する障害者自立支援法では、地域生活支援事
業に位置づけられ、区の事業となります。できるだけ使いや
すく充実したサービスを行っていきます。

急な利用が必要な時の移動介護の手続き方法が簡単であ
ることが求められる。

障害者の移動
介護

１８年度から実施する障害者自立支援法では、福祉ホーム事業
（住居提供）、居住サポート事業（住居情報提供）などでバック
アップします。

アパートでのひとり暮らしを支える体制づくり(健康や
金銭運営、近隣交流など)が大事である。

障害者の一人
暮らしの支援

｢�‐３介護が必要になっても安心して暮らしていけるため
に｣の「２.介護保険サービスの質の向上･事業者支援」の「�医
療福祉の連携強化への支援」の中に記載しました。

医療機関、介護保険事業者団体、区と連携協働した連絡会
などで「介護ノート」、「ケアマネタイム」、「ものわすれ相
談医リスト」などの福祉医療連携強化に取り組んでいく
ことを明記してほしい。

介護保険サー
ビスの質の向
上・事業者支
援

　

保
健
福
祉
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見

と
そ
れ
に
対
す
る
区
の
考
え
方
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



�������●３ 平成１８（２００６）年�月��日（火曜日）

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

第
３
期
（　

年
度
〜　

年
度
）

１８

２０

　

今
回
の
計
画
は
、
次
の
基
本
理
念
の
も
と
、
平
成　

年
度

２６

の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
中
間
段
階
と

な
る　

年
度
か
ら　

年
度
の
三
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策

１８

２０

定
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
新
予
防
給
付
の
創
設
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
な
ど
、
介
護
保
険
法
の
大
幅
な
改
正
を
反
映
し
、

介
護
予
防
を
重
視
し
た
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
杉
並
ら
し
さ
」
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
介
護

保
険
事
業
を
行
う
た
め
に
、
次
の
三
つ
を
重
点
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

杉
並
区
介
護
保
険
事
業
計
画

杉
並
区
介
護
保
険
事
業
計
画

２.住みなれた地域で安心して暮らし続けることができ
　 るよう、包括的・継続的な支援を地域で確立します

３.高齢者の尊厳を支える基盤をつくります

１.「いきいき元気に８５歳」を合言葉に介護予防を推進します

�日常生活圏域の設定

　７地域２０地区の２層制
�地域包括支援センター（ケア２４）の設置

　在宅介護支援センター（ケア２４）を発展的に廃止し、新
たに地域の中核的機能を担う拠点として、地域包括支援セ
ンターを設置します。愛称「ケア２４」は、引き続き継承し
ます。
・区内に２０カ所設置（下表３参照）。
・社会福祉士、主任ケアマネジャー、保健師または経験の
ある看護師を配置。
�地域支援事業（包括的支援事業等）の実施

　「介護予防マネジメント」、「総合相談・支援事業」、「虐
待防止・権利擁護事業」、「地域包括ケア事業」の実施。ま
た、家族介護者を支援する事業などを実施。

�相談窓口の充実
　認知症予防および早期発見のための「ものわすれ相談」や「ものわすれ相談医（杉
並区医師会）」、地域包括支援センターでの「総合相談」など
�認知症高齢者の施策
　徘徊（はいかい）高齢者探索システムの充実や徘徊高齢者情報センターの設置など
�高齢者虐待への対応
　高齢者虐待を発見した場合の通報窓口「高齢者虐待１１０番」の設置、地域包括支援
センターでの高齢者虐待相談の実施、緊急一時保護の居室確保など
�医療等との連携
　「介護ノート」の利用促進や「ケアマネタイム」の実施
�地域密着型サービスの基盤整備
　新たな居宅サービス「小規模多機能型居宅介護」と認知症高齢者グループホームな
ど居住系サービスを併設した施設を「都市型多機能拠点」と位置付けて、地域ごとに
整備。
�多様な住まいの普及啓発
　公営住宅の確保、住宅改造への援助、民間賃貸住宅への居住支援など

「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」

　

生
活
機
能
の
低
下
防

止
、
維
持
・
向
上
に
力
を

入
れ
、
介
護
や
支
援
を
要

す
る
状
態
に
な
る
こ
と
や

寝
た
き
り
な
ど
の
重
度
化

を
予
防
し
ま
す
。

　

た
と
え
介
護
や
支
援
を

要
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
高
齢
者
自
身
の
希
望

が
尊
重
さ
れ
、
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
基
本
理
念
は

〈表３　地域包括支援センター　一覧
　　　　　　　　　　  （開設は４月１日から）〉

住　所電　話名　称
上井草３‐３３‐１０３３９６‐００２４ケア２４上井草
下井草２‐４４‐４５３０３‐５３４１ケア２４下井草
西荻北３‐４１‐１４５３１１‐１０２４ケア２４善福寺
上荻３‐１６‐６５３０３‐６８５１ケア２４上荻
西荻南４‐２‐７３３３３‐４６６８ケア２４西荻
清水２‐１５‐２４５３０３‐５８２３ケア２４清水
荻窪５‐２０‐１３３９１‐０８８８ケア２４荻窪
南荻窪１‐４２‐１３５３３６‐３７２４ケア２４南荻窪
阿佐谷北１‐３‐１２３３３９‐１５８８ケア２４阿佐谷
成田西３‐７‐４５３０７‐３８２２ケア２４成田
松ノ木３‐３‐４３３１８‐８５３０ケア２４松ノ木
高円寺南４‐２７‐１０５３０５‐６１５１ケア２４高円寺
堀ノ内３‐４９‐７５９２９‐１９２４ケア２４梅里
和田１‐４０‐１５３３８０‐００２４ケア２４和田
久我山３‐４７‐１６５３４６‐３３４８ケア２４久我山
高井戸西１‐１２‐１３３３４‐２４９５ケア２４高井戸
浜田山１‐３６‐３５３５７‐４９４４ケア２４浜田山
堀ノ内１‐６‐６５３０５‐７３２８ケア２４堀ノ内
永福１‐３９‐１０５３５５‐５１２４ケア２４永福
和泉１‐１９‐１３５３５５‐６１００ケア２４方南

〈表１  地域支援事業（特定高齢者施策）〉

　６５歳以上の方の２０人に１人は「要介護等の状態にな
るリスクあり」といわれています。区民健康診査（年
１回無料）の機会に「生活機能チェック」を行いリス
クを発見し、地域包括支援センターが作成する介護予
防ケアプランに基づき、区の介護予防事業などを利用
します。

内　　　　容主な事業

高齢者用に開発された筋力トレ
ーニング機器を使い、筋力アップ
を図ります。

若返るぞ！筋力アップ
応援教室（計２８回）

転倒予防のための運動を行いな
がら、介護予防の知識や理解を深
めます。

転倒予防教室（計１２回）
転倒ミニ予防教室（４
回）

「食べること」の講義と低栄養改
善のための調理実習や情報提供
をします。

栄養改善教室

最近、元気が出ないと感じている
方に、運動や作業、調理、パソコ
ンなどを通して、活力を取り戻す
お手伝いをします。

リフレッシュ！リハビ
リ教室（週１回６カ月
間）

〈表２　新予防給付の内容〉

　今回新たに設けられた認定区分の要支援１、２
の方が対象です。その状態が悪化しないよう状態
の維持・改善を目指したサービスが提供されます。

内　　　　容ポイント

運動器の機能向上・栄養改善・口腔
機能向上などの新しいプログラムを
導入し、通所介護などの既存サービ
スの一環として実施します。（注１）

新たなサービス
の導入

生活機能の維持・向上の観点から、
訪問介護などの既存サービスの内
容、提供方法、提供期間などを見直
して実施します。（注２）

既存サービスの
見直し

（注１）個々の利用者の状態や希望に応じて介護予防ケ
アプランに基づき提供されるもので、一律に筋力向上
トレーニングなどが強制されるものではありません。
（注２）新予防給付の訪問介護については、本人が自力
で家事等を行うことが困難な場合であって、家族や地
域による支え合いなどのサービスが利用できない場合
に、適切な介護予防マネジメントに基づき提供します。
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介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
区
全
体
で
一
定
数
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

�
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
利
用
定

員
な
ど
を
定
め
ま
す
。
ま
た
、
多
様

な
事
業
者
が
参
入
す
る
よ
う
、
事
業

者
に
対
し
て
建
設
補
助
な
ど
の
支
援

と
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

◇
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

二
四
時
間
三
六
五
日
安
心
し
て
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
、
区
市
町
村
整
備
計

画
な
ど
に
基
づ
き
、
事
業
者
へ
の
建

設
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
多
様

な
事
業
者
が
参
入
す
る
よ
う
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
（
表
５
）。

　

第
３
期
（　

年
度
〜　

年
度
）
の

１８

２０

介
護
保
険
事
業
費
は
、
約
八
一
三
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す（
表
６
）。
今

回
の
保
険
料
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
段
階
数
お
よ
び
保
険
料
率

と
す
る
方
針
で
検
討
し
た
結
果
、
表

７
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
所
得
の
低
い
方
に
つ

い
て
は
、負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、

第
一
段
階
の
保
険
料
率
を
下
げ
る
と

と
も
に
、
現
行
の
第
二
段
階
を
所
得

に
応
じ
て
二
つ
の
段
階
に
分
け
、
よ

り
低
い
保
険
料
段
階
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額

の
廃
止
（　

年
度
税
制
改
正
）
に
よ

１７

り
保
険
料
段
階
が
上
昇
す
る
方
に

は
、
地
方
税
法
上
の
措
置
と
同
じ
よ

う
に
、　

年
度
か
ら
二
年
間
本
来
の

１８

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。

〈表７　新しい介護保険料〉

年額保険料
（月額）対　　  象　　  者段　　階

２万１６０円
（１６８０円）

生活保護受給の方または世帯全員が
区民税非課税で本人が老齢福祉年金
受給の方

第１段階
基準年額×０.４

２万５２００円
（２１００円）

世帯全員（一人世帯を含む）が区民
税非課税で、本人の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が８０万円以下
の方

第２段階
基準年額×０.５

３万７８００円
（３１５０円）

世帯全員（一人世帯を含む）が区民
税非課税で、本人の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が８０万円を超
える方

第３段階
基準年額×０.７５

５万４００円
（４２００円）

本人が区民税非課税で、他の世帯員
が区民税課税の方

第４段階
基準年額

６万３０００円
（５２５０円）

本人が区民税課税の方（合計所得金
額２００万円未満）

第５段階
基準年額×１.２５

７万５６００円
（６３００円）

本人が区民税課税の方（合計所得金
額２００万円以上５００万円未満）

第６段階
基準年額×１.５

８万８２００円
（７３５０円）

本人が区民税課税の方（合計所得金
額５００万円以上）

第７段階
基準年額×１.７５

〈表５　地域密着型サービス〉
内　　　　　容種　　　　類

夜間に定期巡回または通報によ
りヘルパーが訪問

夜間対応型訪問介護 
（新規サービス）

通い、訪問、泊まりなどのサービ
スを一体的・複合的に提供

小規模多機能型居宅介護
（新規サービス）

認知症高齢者の特性に配慮した
デイサービス（日帰り介護）認知症対応型通所介護

認知症高齢者のためのグループ
ホーム（介護付き共同住宅）認知症対応型共同生活介護

定員２９名以下の要介護高齢者専
用の有料老人ホームなど

地域密着型特定施設入居者
生活介護

〈表４　人口および要介護等認定者推計（人）〉
２０年度１９年度１８年度区　　　分
５３万２３２５３万７３５２万９３２０総人口

１０万１０５２９万９１２８９万７０２９第１号被保険者

１９.１１８.７１８.３高齢化率（％）

１万９１７９１万８５２２１万７９２９要介護等認定者

１９.０１８.７１８.５６５歳以上人口比（％）
２５９４２５８４２５１４施設サービス利用者

１万６５８５１万５９３８１万５４１５居宅サービス対象者

　

今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

は
、
一
層
増
加
す
る
も
の
と
推
計
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
に
よ
る
効
果
を
見
込
ん

だ
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。

◇
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

�
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　

多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
に
よ

り
、
今
後
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
が

確
保
さ
れ
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

�
通
所
系
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
者
に
対
し
て
制
度
改
正
な
ど

の
適
切
な
情
報
提
供
・
相
談
援
助
を

行
い
、　

年
度
以
降
も
必
要
な
サ
ー

１８

ビ
ス
量
が
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

�
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所

療
養
介
護

　

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
と
、
新
た
に
導

入
さ
れ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
あ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
量
を 
充 
た
す
よ

み

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
居
宅
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

新
し
い
予
防
給
付
へ
の
事
業
者
の

参
入
意
向
は
高
く
、
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
量
が
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
介
護
予
防
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
事
業
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　

平
成　

年
度
ま
で
に
、
中
重
度
者

２６

の
一
定
割
合
（
三
七
％
）
の
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
目
標
を
設
定
し
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
総
合
的

に
整
備
し
ま
す
。

�
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

杉
並
区
実
施
計
画
お
よ
び
東
京
都

〈表６　第３期（１８年度～２０年度）の介護
  保険事業費の見込み〉（百万円）

計
地域支援
事　　業

サービス
等総費用区　分

２５,５９４５００２５,０９４１８年度

２７,１２８６０９２６,５１９１９年度

２８,６０２８３２２７,７７０２０年度

８１,３２４１,９４１７９,３８３計

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
各
推
計
と
保
険
料

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
各
推
計
と
保
険
料

要
介
護
等
認
定
者
数

要
介
護
等
認
定
者
数

の
推
計

の
推
計

主
な
サ
ー
ビ
ス
の

主
な
サ
ー
ビ
ス
の 

見
込
み
・
確
保
策

見
込
み
・
確
保
策

第
一
号
被
保
険
者
の

第
一
号
被
保
険
者
の

保
険
料

保
険
料

から費用の輪が大きくなり、それぞれの負担額は増え
ています。また、第３期では介護給付費準備基金が大
幅に減少し、１号保険料軽減のための充当ができない
などの状況もあるため１号保険料基準月額は３０００円か
ら４２００円になります。

　介護保険に要する費用はイラストの通りです。第２
期と比べて第３期では、介護サービス量が拡大してい
ることや、新たに介護予防事業を盛り込んだことなど

介護保険事業に要する費用と財源構成介護保険事業に要する費用と財源構成




